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研究成果の概要（和文）：本研究は、社会地区分析と階級・階層研究の方法を組み合わせることを通じて、現代
日本における格差拡大の進行過程とその社会的帰結を明らかにしようとするものである。研究の結果、以下の諸
点が明らかとなった。(1)三大都市圏では中心都市の中心部に上層階級、周辺部に下層階級が集中するというセ
グリゲーションが存在し、この傾向は中心部のジェントリフィケーションによって強化されている。(2)三大都
市圏には共通の階級間格差の構造があり、アンダークラスを中心とする貧困の集積が認められる。(3)居住地の
地域類型や階層構成は、個人の属性から独立に、社会意識、健康状態、社会的ニーズの充足状況に影響してい
る。

研究成果の概要（英文）：This study attempts to clarify the process of increasing disparities and 
their social consequences in contemporary Japan by using a combination of methods of social district
 analysis and class and stratification research. As a result of the research, the following points 
were clarified. (1) In the three metropolitan areas of Japan, there is a segregation in which the 
upper classes are concentrated in the centre of the city centres and the lower classes in the 
peripheral areas, and this tendency is reinforced by the gentrification of the city centres. (2) 
There is a common structure of class inequality in the three metropolitan areas, with a 
concentration of poverty, mainly in the underclass. (3) The regional types of residence and class 
composition affect social attitudes, health conditions and the fulfilment of social needs, 
independently of individual attributes.

研究分野： 社会学

キーワード： 社会地区分析　階級・階層　都市分極化　健康格差　貧困　アンダークラス　階層意識　社会的ニーズ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、共通する課題を取り上げながらも、研究者レベルでの協力関係が少なかった都市社会学研究者と階
級・階層研究研究者の共同研究を通じて、社会地区分析と質問紙調査データによる階級・階層分析を組み合わ
せ、階級・階層構造と都市空間構造を同時に考慮しながら、格差拡大の進行過程とその社会的帰結を明らかにす
る研究方法を確立したところに学術的意義がある。また、大都市部における格差拡大の進行がセグリゲーション
の強化をともなっており、このことが貧困層の多い地域において、健康状態の悪化や社会的ニーズの充足困難を
もたらすことを明らかにし、さらに地域間対立が生じる可能性を示したところに社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 日本では 1980 年代以降、急速に経済的・社会的格差が拡大してきたが、この格差拡大
は、個人間・世帯間の、また階級・社会階層間の格差拡大とともに、地域間格差の拡大を
伴っていた。地域間格差の拡大は、一部地域での産業の衰退、高齢者比率が極端に高い地
域の出現、貧困層の一部地域への集中などと関連しており、今後、多くの社会問題を発生
させると考えられる。こうした課題について研究するためには、格差に関する研究を中心
的に担ってきた階級・階層研究者と、都市空間について研究する都市社会学者の共同研究
が必要と考えられる。このため「大都市部における格差拡大の進行過程とその社会的帰結
に関する計量的研究」（15H01970、2015-2018 年度）においては東京圏を対象に社会地
区分析と質問紙調査を実施し、この課題にアプローチし、一定の成果を得た。しかし東京
圏は、その歴史的背景や特殊な地形、そして首都所在地という性格上、その結論を一般化
できるかどうか、不明の点が残った。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、社会学において格差研究の中心を担ってきた階級・社会階層研究の方
法と、都市社会学の社会地区分析の方法を接合することにより、格差拡大の進行過程を階
級・社会階層構造と都市の空間構造の両面から解明するとともに、これが大都市部に生み
出しつつある諸問題の構造を明らかにし、これを通じて問題解決の基礎を提供することで
ある。研究対象は、東京圏、名古屋圏、京阪神圏の三大都市圏である。 
 より具体的には、以下の 2 点を研究の目的とした。 
 第 1 に大都市部において格差拡大が進行し、アンダークラスをはじめとする貧困層が増
大した社会的メカニズムを解明する。一般的には格差拡大は、グローバリゼーションとサ
ービス経済化の進行などのマクロなメカニズムによって引き起こされる。しかし都市化が
進行した現代日本において、大多数の人々は都市の住民であり、都市の空間構造に組み込
まれた存在である。諸階級・諸階層は都市空間のなかで不均質に分布しており、そこでは
階級・階層構造が空間的に表現されている。このため格差拡大と貧困層の増大は、都市分
極化による都市内部での地域間格差の拡大、富裕地域のいっそうの富裕化、貧困地域のい
っそうの貧困化、新たな貧困地域の形成などを伴うことになる。こうした変化が生じるメ
カニズムを解明することが必要である。 
 第 2 に、こうして空間構造が変容した大都市の各地域類型に居住する、それぞれの階級
・社会階層が直面する問題の構造を明らかにする。それぞれの階級・社会階層は、それぞ
れに異なる生活上の問題に直面するが、そのあり方は居住する地域の地域類型によっても
規定される。なぜなら各地域類型には、蓄積された社会的共通資本や社会関係資本の量に
違いがあり、また近隣住民の階級・社会階層構成や所得水準の違いそのものが、広い意味
での生活環境として、行政サービスの質や量、地域に形成される社会集団、諸個人の生活
様式や意識に影響するからである。このように、それぞれに特定の階級・階層に所属しな
がら、各地域類型に居住する住民が、どのような困難に直面し、どのような生活上のニー
ズを有しているかを明らかにすることが必要である。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究の方法上の最大の特徴は、都市社会学で行なわれてきた社会－地区分析と、質問
紙調査による階級・階層研究の方法を接合することである。 
 社会地区分析は都市空間構造を明らかにすることを通じて、都市分極化の進行や貧困地
域の形成などの現状を明らかにすることができるが、地域別統計を用いるため、そこに居
住する諸個人を直接に分析対象とすることができない。これに対して階級・社会階層研究
は、ランダムサンプリングによる個人単位の質問紙調査データを用いるため、居住地域の
地域類型が諸個人にもたらす影響を明らかにすることができない。いま求められるのは、
両者を統合したアプローチである。 
 具体的には、以下のような方法を用いた。 
 (1)市区町村単位、小地域単位、地域メッシュ単位の統計の分析から、各種指標の空間
的分布を明らかにするとともに、各種の地域類型を抽出し、三大都市圏の空間構造とその
変化を明らかにする。 
 (2)三大都市圏を対象とする質問紙調査を行なう。設問は、職業、従業上の地位、学歴、、
収入、資産、各種の階層意識・社会意識など階級・階層研究で一般的に用いられてきたも



のに加えて、居住する地域に対する評価、居住する地域における社会的ニーズの充足状況
などを追加した。また居住地を小地域単位（町）で尋ねて変数化し、(1)の結果をもとに、
各サンプルのデータに居住地の特性を市区町村単位、小地域単位の変数して追加し、本人
の回答と居住地の特性を同時に考慮した分析を行なうことができるようにした。調査にあ
たっては、各地域について十分なサンプル数を確保するためインターネット調査の方法を
採用し、最終的には 4 万 3820 人から有効回答を得た。 
 
 
４．研究成果 
 
 以下の諸点が明らかとなった。 
 (1)階級構成に注目して 1990 年から 2020 年の 30 年間における三大都市圏の空間構造
の変化をみると、資本家階級と新中間階級の都心部への集中傾向が強化され、労働者階級
は周辺部に分散し、また都心部の旧中間階級が大幅に減少するという、共通の趨勢を認め
ることができる。その意味でこれら都市圏では、いずれも都市分極化が進行しているとい
ってよい。ただし、この傾向がもっとも顕著なのは東京圏であり、名古屋圏ではいくぶん
限定的で、また京阪神圏では都心が 3 つに分かれていることから、やや複雑な様相を呈し
ている。インターネット調査から得られた居住歴についてのデータからは、このような変
化が、都心部での旧中間階級の絶対的減少、労働者階級の流入の減少し、新中間階級の流
入の増加によって、つまりジェントリフィケーションの進行によって引き起こされたこと
が明らかとなった。 

 
 (2)地域メッシュ単位のクラスター分析によって地域類型を抽出した結果、三大都市圏
には共通する 12 の地域類型が認められた。各地域類型の占める比率は都市圏によって異
なっており、名古屋圏ではブルーカラー人口再生産地区、京阪神圏では非労働力低収入高
齢者地区の比率が高く、東京圏は両者の中間だった。 

 
 (3)階級間格差について検討したところ、三大都市圏には個人年収、世帯年収、資産総
額においてほぼ共通の階級間格差の構造が認められた。経済指標以外からみると、各階級
には、配偶関係、階層意識、子ども時代の経験と教育経験、健康状態・生活困難と社会関
係資本など、さまざまな側面において、大きな階級格差が存在している。とくにアンダー
クラス（パート主婦以外の非正規労働者階級）は、貧困で、結婚して安定した家族を形成
することが困難で、子ども時代に学校からの排除と職業への移行の困難を経験し、健康上
の多くの問題と生活困難を抱え、社会的にも孤立しがちな状態にある。新型コロナ・パン
デミックの前後の変化をみると、アンダークラスと旧中間階級で著しい所得の減少がみら

a.資本家階級・新中間階級比率 b.労働者階級比率

1990年 2020年 1990年 2020年



れ、結果的に階級間格差が拡大したことが明らかとなった。 

 
 (4)社会的ニーズは、階層的位置の高い人ほど充足されやすい傾向があるが、居住地の
性質によっても大きく規定されていた。具体的には、ホワイトカラー比率が高く、生活程
度の高い人の多い地域に住んでいれば、階層的位置の高低にかかわらず、社会的ニーズは
充足されやすい。したがって格差拡大と都市分極化は、単に経済的な格差を生み出すだけ
でなく、相互に補強しあいながら、社会的ニーズの充足状況の格差を生み出しているとい
える。同様のことは主観的ウェルビーイングについてもあてはまり、居住地域の所得水準
が高いほど、幸福度と生活満足度が高くなる傾向がある。 
 
 (5)居住地の地域類型は、個人の属性から独立に、主観的健康に影響している。具体的
には、都心の単独世帯比率が高い地域、人口再生産が行なわれていて、第三次産業就業者
またはホワイトカラー比率の高い地域では、主観的健康が良好になる傾向がある。この事
実は上の(4)とあわせて、近隣効果の存在を示すものである。 
 
 (6)大都市圏中心部に流入した中上層階級＝ジェントリファイヤーは、従来から居住し
ている中上層階級に比べて学歴が高く、年齢を統制すれば所得・資産ともに多く、社会意
識の上では新自由主義的な傾向が強い。またジェントリフィケーションの進行が顕著な地
域の住民は、所属階級にかかわらず共通に、階層意識が高く、新自由主義的な傾向を示す
という特徴がある。このことは、ジェントリフィケーションの進行する地域とそれ以外の
地域の住民の間で利害の対立と政治的対立が起きやすいことを示唆している。 
 

 

新型コロナ・パンデミックの前後における仕事上の変化

勤
務
日
数
や
労
働

時
間
が
減
っ

た

勤
務
日
数
や
労
働

時
間
が
増
え
た

勤
務
先
（

自
営
の

場
合
を
含
む
）

が

休
業
し
た

勤
務
先

(

自
営
の

場
合
を
含
む

)

が

倒
産
・
廃
業
し
た

解
雇
や
雇
い
止
め

に
あ
っ

た

在
宅
勤
務
な
ど
勤

務
形
態
が
変
更
に

な
っ

た

収
入
が
減
っ

た

収
入
が
増
え
た

転
職
し
た

副
業
を
始
め
た

と
く
に
変
化
は
な

か
っ

た

資本家階級 25.3% 7.9% 7.6% 0.9% 0.9% 15.1% 21.6% 3.0% 3.0% 3.6% 42.7%

新中間階級 16.3% 8.7% 3.5% 0.2% 0.2% 27.7% 13.2% 3.2% 3.2% 1.9% 44.7%

労働者階級 25.5% 7.1% 7.1% 0.5% 0.5% 15.8% 23.0% 3.0% 3.0% 2.7% 43.5%

アンダークラス 33.9% 6.2% 11.1% 0.8% 0.8% 10.9% 27.5% 6.8% 6.8% 4.5% 39.5%

パート主婦 30.5% 6.0% 8.7% 0.7% 0.7% 7.5% 19.6% 4.2% 4.2% 1.9% 49.1%

旧中間階級 31.6% 3.4% 11.2% 0.5% 0.5% 7.7% 41.3% 2.8% 2.8% 4.8% 37.4%

無職 20.9% 7.4% 6.2% 1.7% 1.7% 13.7% 20.0% 4.1% 4.1% 1.4% 43.6%

専業主婦 28.6% 4.7% 8.1% 1.0% 1.0% 12.0% 16.7% 3.4% 3.4% 0.9% 45.3%
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